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 本研究では、エンドトキシン吸着療法の治療効果が、グラム陰性菌と非グラム陰性菌に
おいて有意差があるかを後ろ向きに検討した。 
 41名の敗血症患者の血圧、昇圧剤使用量、酸素化(PaO2/FiO2)、SOFAスコアおよび炎症反応
を施行前と施行72時間後で比較した。昇圧剤使用量の評価は、inotropic score［=(dopamine 
dose × 1) + (dobutamine dose × 100) + (noradrenaline dose × 100) + (phenylephrine 
dose × 100)とpSOFAスコア(定義：SOFAスコアの循環動態評価部分)で行った。また。対象患
者を敗血症の起因菌がグラム陰性菌および非グラム陰性菌による敗血症の２群に分け、治療
効果や生存率を比較した。 
 全患者において、血圧と昇圧剤使用量において有意差が認められた（血圧: p=0.03, 
inotropic score: <0.01, pSOFA score: <0.01）。その他は有意差がなかった。血圧と昇圧剤
の使用量は、グラム陰性菌および非グラム陰性菌による敗血症の2群間においては有意差を認
めなかった(血圧: p=0.26, inotropic score: p=0.11, pSOFA score: p=0.30)。生存率も2
群間で明らかな差を認めなかった（p=0.85）。 
 エンドトキシン吸着療法は、起因菌を問わず多くの敗血症患者に有効である可能性が考え
られた。 
